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令和６年度事業報告 

 

Ⅰ 事業 

 

気候変動等による自然災害の多発や、国際的な社会情勢の緊迫化等、我が国の食をめぐる

状況が大きく変化する中、令和６年５月に食料・農業・農村基本法が改正されるとともに、令

和７年４月に新たな食料・農業・農村基本計画及び協同農業普及事業の運営に関する指針が

策定され、食料安全保障の強化や環境と調和のとれた農業への転換等の方向性が示されるな

ど、国内農業は大きな転換期を迎えつつある。 

このような状況の中、喫緊の農政課題や現場の重要課題への的確な対応を求められている

農業改良普及事業を引き続き支援した。令和６年度は、「協同農業普及事業の運営に関する指

針」を踏まえ、生産・流通現場の技術革新・生産基盤の強化に資するスマート農業の実践や、

グリーンな栽培体系への転換のための有機農業等の環境保全型農業や総合的病害虫・雑草管

理（ＩＰＭ）等の推進、普及指導活動の効果的・効率的な実施のための普及組織と民間企業等

との連携強化等に重点的に取り組んだ。 

このため、効果的・効率的な協会業務の執行に努めつつ、①「ＥＫ－ＳＹＳＴＥＭ」や「技

術と普及」等を活用した情報の提供・共有化、②現地実証活動の支援による新技術の普及、③

新作物・新技術や実践的な技術・ノウハウに関する研修会・講習会の開催、県域を越えた連携

強化等を通じて、普及職員の資質向上と普及活動の支援に重点的、かつ着実に取り組むこと

として、全国農業改良普及職員協議会との密接な連携の下、以下の事業を実施した。 

 

１ 普及活動支援情報提供事業 

 

（１）普及情報ネットワーク整備・運営事業 

「ＥＫ－ＳＹＳＴＥＭ」について、現地事例情報等普及活動に関するデータベースや画像

情報データベース等の充実、ブロック研究会等普及活動関係資料の共有、普及職員相互の情

報交換のための会議室の運用などを行うとともに、外部データベースの提供や賛助会員企業

等と連携した資機材情報の提供などコンテンツの充実等を行った。 

  

（２）機関誌発行事業 

普及職員のニーズの把握に努めつつ、月刊誌「技術と普及」（全国農業改良普及職員協議会

機関誌）を発行し、現場の普及活動事例や普及活動に関係する技術、経営、農政等の最新情

報の提供を行った。特に、みどりの食料システム戦略、スマート農業等の普及現場の喫緊の

課題をテーマとした特集記事や、普及方法に関する知識などニーズの高い情報に重点を置く

とともに、普及活動に必要な情報を効果的に提供するため、ＥＫ－ＳＹＳＴＥＭとの連携を

図った。 

 

（３）営農支援情報提供事業 

民間企業と協力し、広く生産者から一般消費者までを対象とした営農に関する相談・提案

及び情報提供機能を持つ、ポータルサイト「みんなの農業広場」を運営した。 

このサイトを通じて、生産者に対して営農情報を提供していくとともに、農業の現場や普
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及活動について、国民・消費者の理解・共感を得るための広報を行った。 

また、気候変動や極端な気象現象による被害の回避・軽減を図るため「農業温暖化ネット」

を運営し、情報提供を行った。 

 

（４）その他情報提供事業 

「技術と普及」の配布と併せて普及組織に対する農業資機材等に関する情報の提供を行っ

た。 

 

２ 新技術等調査研究・普及事業 

 

（１）全国農業システム化研究会事業 

安定的・持続的農業経営の実現に向け、新技術の活用により生産現場にイノベーションを

起こしていくため、それぞれの地域条件に適合する新たな作業技術や栽培技術等について、

普及組織や試験研究機関、民間企業等との連携の下に、以下のような課題で実証調査を行っ

た。また、農業革新支援専門員を対象として、スマート農業技術の活用推進に関するブロッ

ク情報交換会を全国２ブロックに分けてオンライン併用で開催し、新技術の活用事例や現場

課題の共有を図ったほか、スマート農業に関するオンライン研修会「営農システム編」（４０

０名参加）を開催し、実証成果等の普及組織への還元を図った。 

 

① スマート農業技術等による稲作経営の確立に関する実証調査 

② 水田における土地利用型作物等の生産効率向上に関する実証調査 

③ 野菜等の効率的生産技術に関する実証調査 

④ 効率的な病害虫雑草防除技術に関する実証調査 

⑤ 重要病害虫対策に係わる生物農薬等の利活用に関する実証調査 （ＩＰＭ実証調査） 

 

実証調査結果については最終成績検討会（①～④：５２９名、⑤：１９０名）をハイブリ

ッド方式で開催し、全国の普及組織や関連メーカーと情報共有を図った。    
 

（２）大豆新技術等普及展開事業 

国産大豆の生産性の向上及び需要の拡大に資するため、①大豆関係普及資料「単収向上を

目指して育成した多収の大豆新品種」の作成・配布、②大豆新技術等の実証及び成績検討会

の開催、③国産大豆需要拡大のための品質評価等の情報検討会の開催、④各ブロックにおけ

る大豆生産拡大検討会等の開催を行った。 

 

（３）新技術波及展開事業 

 民間企業の開発した新技術を普及現場に迅速に波及・展開するため、民間企業等が開発し

た技術をカタログ化し、当該技術に関する普及組織への情報提供・意見交換、現地説明会・

研修会の場づくり等を行った。令和６年度は、「普及技術カタログ」に８７技術を掲載し、農

業普及活動高度化発表会において８社、農業普及活動高度化全国研究大会において１０社の

民間企業の協力を得て、普及職員との「かけはしの場」（展示ブース）を実施したほか、温暖

化対策技術（３６９名参加）及び水稲省力追肥技術（３２７名参加）に関するオンライン研

修会を現地中継をまじえて開催した。 

 

（４）技術カタログ掲載技術のＡＳＥＡＮ諸国における普及に関するパイロットスタディ（（国研）
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国際農林水産業研究センター委託研究） 

「アジアモンスーン地域の生産力向上と持続性の両立に資する技術カタログ」掲載技術の

普及促進のため、ベトナム及びタイにおいてパイロットスタディを実施した。 

 

（５）普及人材活用事業 

普及指導員ＯＢをはじめとする効率的な農業経営・生産方式の普及に知見を有する人材の

活用を促進するため、全国農業改良普及支援協会フェローの登録の案内を開始した。 

 

３ 資質向上・研修事業 

 

（１）全国研究大会等の開催 

普及活動の高度化に向けた研究を行い、一層の普及事業の充実・強化と農業・農村の発展

に資するため、全国農業改良普及職員協議会との共催により、「農業普及活動高度化全国研究

大会」及び「農業普及活動高度化発表会」を開催し、全国研究大会は２９６名、高度化発表

会は２２８名の参加があった。また、全国研究大会についてはＹｏｕＴｕｂｅにより全国の

普及職員のみならず広く一般に配信し、普及事業に係る理解増進に努めた。 

また、引き続き、ブロックにおける現地活動調査研究会の開催等を支援した。 

 

（２）普及職員ＯＪＴ研修の支援 

普及職員の現場課題解決能力強化に不可欠なＯＪＴ研修を支援するため、ＥＫ－ＳＹＳＴ

ＥＭを活用したｅラーニング手法により、何時でも・何処でも自由に研修ができるよう、こ

れまでに作成した教材を提供するとともに、関連する研修資料等についても、分かりやすく

整理し利用に供した。 

 

（３）ＧＡＰ研修事業等 

ＪＧＡＰ指導員等を育成する研修機関として、①ＪＧＡＰ指導員基礎研修、②団体認証研

修、③ＡＳＩＡＧＡＰ指導員基礎差分研修、④ＪＧＡＰ指導員現地研修等の企画研修や講師

の派遣を行うとともに、依頼研修の企画提案を行った（計９回開催）。併せて、ＧＬＯＢＡＬ

Ｇ．Ａ．Ｐ．認証の基礎を実践的に学ぶ研修、ＪＧＡＰ・ＡＳＩＡＧＡＰに係るコンサルタ

ントの派遣を行うＧＡＰコンサルティング業務を企画した。 

    

（４）ＧＡＰ拡大推進加速化事業（令和６年度補助事業） 

国際水準ＧＡＰガイドラインを普及促進するため、ＧＡＰ指導員を育成するための研修会

（２回）及び営農管理ソフトウェアのＧＡＰ活用に関する研修会（２回）を開催するととも

にＧＡＰ指導に関する事例収集を行ったほか、協会ホームページに開設したＧＡＰマッチン

グサイトの運用等を通じ、国際水準ＧＡＰに取り組む農業者と実需者のマッチングを支援し

た。 

 

（５）ＩＰＭアドバイザーの認証 

   普及指導員等の指導者に対し、ＩＰＭの実践的な講習を行い、その能力を試験により確認

し、本会が認証する資格制度を企画・運営した。令和６年度は講習会を４回開催し、１３３

名をＩＰＭアドバイザーとして認定した。 

 

（６）有機農業指導員育成研修 
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   国際水準の有機農業に取り組もうとする農業者の指導体制を整備するため、普及指導員を

主たる対象として、有機ＪＡＳ制度等について農業者に指導・助言を行う人材を育成するた

めの研修を企画・実施（８回）した。 

 

（７）薬用作物の産地確立の支援（令和６年度補助事業） 

   「薬用作物産地支援協議会」の主要な会員として、薬用作物の産地確立を支援するため、

①普及指導員を主たる対象とした技術研修会の開催（３回）、②専門家による現地指導の実施、

③薬用作物栽培に関する情報発信等を行うとともに、事務局として協議会の円滑・適正な運

営に努めた。 

 

４ 関係団体等の活動支援事業 

 

（１）日本農業普及学会等 

日本農業普及学会及び全国青年農業者育成研究会の運営に対する支援、協力を行った。 

 

（２）全国改良普及職員ＯＢ会 

全国農業改良普及職員協議会等との連携の下に、全国改良普及職員ＯＢ会への支援、協力

を行った。 

 

５ 顕彰事業 

 

（１）普及指導センターにおける普及活動を評価するとともに、普及活動の高度化、充実・強化

に資するため、農業普及活動高度化全国研究大会において優良普及活動事例等の表彰を行っ

た。 

 

（２）公益社団法人大日本農会が実施する「農事功績者表彰事業」における農業改良普及に係る

候補者の推薦を行った。 

 

６ 協会ホームページのリニューアル 

 

前回のリニューアル（平成２２年）以降１４年を経過した協会ホームページについて、デザ

インの刷新と併せて新コーナーの設置やページの追加、記事の更新等が容易にできるようリニ

ューアルし、情報発信力の強化を図った。 

 

 

Ⅱ 会 員 

 

４４都道府県 

４７都道府県改良普及職員協議会 

 ２全国団体 

 

 

Ⅲ 会 議 

 １ 総 会 
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（１）定時総会 令和６年６月５日開催 

   第１号議案 令和５年度事業報告及び決算（案）について 

   ［報告］  令和６年度事業計画及び収支予算について 

   第２号議案 令和６年度の会費の額並びにその徴収方法（案）について 

   第３号議案 役員の選任（案）について 

   以上について諮り、原案通り承認された。 

 

 ２ 理事会 

（１）第１回 令和６年５月２０日開催（書面） 

   第１号議案 令和５年度事業報告及び決算（案）について 

   第２号議案 役員（理事・監事）の選任（案）について 

   第３号議案 賛助会員の加入（案）について 

   以上について諮り、原案通り承認された。 

 

（２）第２回 令和６年６月５日開催（総会閉会後） 

   第１号議案 会長、副会長及び常務理事の選定について 

   第２号議案 常勤役員の報酬年額（案）について 

   第３号議案 令和６年度事業計画及び収支予算書の変更（案）について 

   報告事項  役員の業務執行状況について 

   以上について諮り、原案通り承認された。 

 

（３）第３回 令和７年２月１９日開催 

   第１号議案 令和７年度事業計画及び収支予算（案）について 

   第２号議案 令和７年度短期借入金限度額（案）について 

   第３号議案 令和７年度の会費の額並びにその徴収方法（案）について 

   第４号議案 普及人材活用事業（案）の実施について 

   第５号議案 内部諸規程の一部変更（案）について 

   第６号議案 令和７年度第１回理事会の開催（案）について 

   第７号議案 令和７年度定時総会の開催（案）について 

   第８号議案 賛助会員の加入（案）について 

   報告事項  役員の業務執行状況について 

   以上について諮り、原案通り承認された。 

 

 

３ 業務及び会計監査 

  令和６年５月９日、神奈川県庁及び書面にて令和５年度の業務及び会計について監事監査を

受けた。 

 

４ 賛助会員事業説明会 

   令和６年１２月１０日に賛助会員事業説明会を開催し、賛助会員に対し、協会の業務内容を

説明するとともに、農林水産省からの協同農業普及事業をめぐる情勢と新たな運営指針の検討

状況についての情報提供と普及活動優良事例の紹介を行った。 


